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　株式会社ホクエツは、掘り取ったサトイ
モを電動で親芋と子芋に分離する「子ばな
れ君」を発売した。
　主な特徴は①使用場所を選ばず、力もい
らないので女性にも簡単に分離作業ができ
る②サトイモの株の茎部分を下向けにセッ
トし、スイッチを押すだけの簡単操作③コ
ンパクトで本体重量４６㌔と軽量。一輪車輪
付きで移動も楽にできる──など。
　希望小売価格は２４万7500円（税込み）。
　問い合わせ先＝㈱ホクエツ（〒959 ─

1277　新潟県燕市物流センター２の２９　☎0256·６3·9155）

㈱ホクエツ

里芋分離機「子ばなれ君」

虫ペタッと大判粘着シート
小泉製麻㈱

新
製
品
紹
介

新
製
品
紹
介

効
率
化
に
取
り
組
む
＝
写

真
。

　
灌か

ん

水す
い

や
施
肥
、
防
除
、
収

穫
と
い
っ
た
各
栽
培
工
程
で

収
集
す
る
デ
ー
タ
を
相
互
利

活
用
で
き
る
実
証
環
境
を
構

築
し
、
栽
培
全
体
の
最
適
化

に
つ
な
が
る
新
た
な
資
機

材
、
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
目

指
す
。
参
画
企
業
各
社
は
、

軽
労
化
と
栽
培
の
最
適
化
が

可
能
な
次
世
代
の
ハ
ウ
ス
栽

培
モ
デ
ル
を
確
立
し
、
他
の

作
物
へ
展
開
し
て
ハ
ウ
ス
栽

培
の
ス
マ
ー
ト
化
を
実
現
し

て
い
く
と
い
う
。

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

実
証
実
験
専
用
圃
場
で
実

施
。
収
穫
期
間
が
長
く
生
育

状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か

な
管
理
が
必
要
な
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
栽
培
作
業
の
自
動
化
・

　織物メーカーの小泉製麻株式会社は、飛来害虫を
色で引き寄せ、強力な粘着力で捕虫できる無臭の織
物捕虫シート「虫ペタッと大判粘着シート」を発売
した。
　主な特徴は①３次元構造基盤などの新誘引システ
ムは、薬剤を使わず、高い誘引効果がある②農業用
ハウスや畜舎などへの虫の侵入を防ぎ、飛来害虫
や、昨年から問題になっているトビイロウンカなど
のモニタリングなどに役立てられる③大きさは幅４５
㌢×長さ200㌢。５０㌢ごとにハトメが付いているの
で設置しやすい──など。
　希望小売価格は4180円（税込み、５枚入り）。
　問い合わせ先＝小泉製麻㈱（〒657 ─ 0864　神戸
市灘区新在家南町１の２の１　☎078·841·9345）

　
多
く
の
自
然
由
来
の
有
用
物
質

が
、
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト

と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

一
例
を
紹
介
し
た
い
。

　
①
腐
植
物
質　
土
壌
中
で
動
植

物
の
遺
体
が
微
生
物
に
よ
り
分
解

・
重
合
さ
れ
て
生
成
す
る
高
分
子

有
機
物
。
土
壌
の
団
粒
化
を
促
進

し
、
保
肥
力
を
向
上
す
る
。
土
壌

微
生
物
相
を
健
全
化
し
、
根
張
り

を
良
く
す
る
効
果
が
あ
る
。

　
②
海
藻
抽
出
物　
海
藻
か
ら
得

ら
れ
る
エ
キ
ス
が
農
業
場
面
で
利

用
さ
れ
る
。
多
糖
類
に
よ
っ
て
、

土
壌
水
分
保
持
や
通
気
性
の
改
善

が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
植
物
の

生
理
活
性
を
高
め
る
目
的
で
葉
面

散
布
資
材
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　
③
ア
ミ
ノ
酸　
動
植
物
由
来
の

タ
ン
パ
ク
質
を
化
学
的
に
分
解
し

て
得
ら
れ
る
。
植
物
は
ア
ミ
ノ
酸

を
直
接
的
に
吸
収
可
能
で
、
弱
っ

た
植
物
の
回
復
に
も
効
果
的
で
あ

る
。
糖
度
の
ア
ッ
プ
や
抗
ス
ト
レ

ス
作
用
が
期
待
で
き
、
浸
透
圧
の

維
持
や
葉
緑
素
の
合
成
に
関
与
す

る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
る
。

　
④
微
量
ミ
ネ
ラ
ル　
植
物
体
内

の
化
学
反
応
を
司
る
酵
素
の
生
成

に
は
ミ
ネ
ラ
ル
は
必
須
だ
。
中
で

も
、
鉄
は
葉
緑
素
の
生
成
や
根
の

伸
長
に
不
可
欠
な
元
素
。
カ
ル
シ

ウ
ム
は
細
胞
を
強
化
し
、
植
物
の

抵
抗
力
を
増
す
。

　
⑤
微
生
物
資
材　
ト
リ
コ
デ
ル

マ
な
ど
の
真
菌
類
は
非
生
物
ス
ト

レ
ス
へ
の
耐
性
、
栄
養
素
の
利
用

効
率
、
器
官
成
長
の
向
上
な
ど
に

効
果
が
あ
る
。
一
部
の
細
菌
は
植

物
生
長
促
進
根
圏
細
菌
（
Ｐ
Ｇ
Ｐ

Ｒ
）
と
し
て
今
後
利
用
が
期
待
さ

れ
る
。

　
そ
の
他
、
酵
母
の
細
胞
壁
や
カ

ニ
殻
由
来
の
キ
チ
ン
は
、
発
根
を

促
し
免
疫
的
な
働
き
で
非
生
物
的

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で
き
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ

ュ
ラ
ン
ト
が
、
植
物
の
成
長
ス
テ

ー
ジ
や
外
的
ス
ト
レ
ス
の
種
類
に

応
じ
て
、
肥
料
や
農
薬
と
と
も
に

使
用
さ
れ
、
作
物
の
総
合
的
な
保

護
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
（
須
藤　

修
＝
日
本
バ
イ
オ
ス

テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
協
議
会
事
務
局

長
）

3自然由来の有用物質
アミノ酸やミネラルなど多種多様

㈱
ク
ボ
タ
な
ど
６
社

企
業
が
連
携
し
実
証
実
験

ハ
ウ
ス
栽
培
の
ス
マ
ー
ト
化
へ

ハ
ク
サ
イ

　
結
球
期
の
適
温
は
１５
～
１６

度
で
す
。
結
球
期
以
降
に
気

温
２3
度
以
上
が
続
く
と
、
株

が
ど
ろ
ど
ろ
に
腐
っ
て
悪
臭

を
発
す
る
軟
腐
病
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
早
ま
き

は
ウ
イ
ル
ス
病
も
多
く
な
り

や
す
い
で
す
。
一
方
、
播
種

が
遅
い
と
病
害
の
心
配
は
な

い
も
の
の
、
不
結
球
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
地
域
の
播
種

適
期
を
把
握
し
、
早
す
ぎ
ず

遅
す
ぎ
ず
が
大
切
で
す
。

　
播
種
方
法
に
は
、
直
播
と

育
苗
し
て
定
植
す
る
栽
培
方

法
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ク
サ
イ

は
直
根
性
の
作
物
で
基
本
的

に
は
根
の
再
生
力
が
強
い
と

は
い
え
な
い
の
で
、
直
播
栽

培
が
基
本
で
す
が
、
近
年
は

ポ
ッ
ト
育
苗
や
セ
ル
育
苗
が

容
易
に
な
り
、
畑
の
前
作
物

と
の
関
係
や
間
引
き
作
業
の

省
力
性
な
ど
か
ら
、
移
植
栽

培
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
用

意
す
る
育
苗
鉢
の
大
き
さ
は

栽
培
面
積
に
よ
っ
て
も
違
い

ま
す
が
、
自
家
用
程
度
の
栽

培
な
ら
５
～
９
㌢
鉢
、
育
苗

株
数
が
多
い
場
合
は
５０
～
１

２
８
穴
の
セ
ル
ト
レ
ー
か
ら

選
ん
で
利
用
し
ま
す
。

　
栽
植
密
度
は
品
種
の
早
晩

性
に
よ
っ
て
違
い
、
早
生
品

種
は
畝
幅
６０
～
７０
㌢
、
株
間

４５
㌢
、
中
生
品
種
は
畝
幅
７５

㌢
、
株
間
４５
㌢
、
晩
生
種
は

畝
間
７５
㌢
、
株
間
５０
㌢
で
栽

培
し
、
育
苗
は
こ
れ
ら
か
ら

多
少
の
余
裕
を
持
つ
程
度
と

な
り
ま
す
。

　
（
稲
山　

光
男
＝
元
埼
玉

県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
）

播
種
は
早
す
ぎ
ず
遅
す
ぎ
ず

　
８
月
は
夏
野
菜
の
収
穫
最

盛
期
で
す
が
、
暦
の
上
で
は

「
立
秋
」
を
迎
え
、
秋
に
入

り
ま
す
。
足
早
に
寒
さ
に
向

か
う
た
め
、
作
付
け
の
１
日

の
遅
れ
が
、
収
穫
で
は
３

日
、
５
日
、
１０
日
の
遅
れ
に

な
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

　
ハ
ク
サ
イ
は
中
国
北
部
原

産
で
、
冷
涼
な
気
候
を
好

み
、
生
育
適
温
は
１3
～
２４
度

と
い
わ
れ
ま
す
。
寒
冷
地
は

７
月
中
に
播
種
し
ま
す
が
、

温
暖
地
域
は
８
月
中
下
旬
が

播
種
期
で
す
。

植
物
に
有
用
な
糖
類
や
ア
ミ

ノ
酸
類
な
ど
を
多
く
含
む
海

藻
「
ア
ス
コ
フ
ィ
ラ
ム
ノ
ド

サ
ム
」

　
株
式
会
社
ク
ボ
タ
な
ど
６

社
は
、
保
有
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど

を
活
用
し
た
自
動
化
技
術
や

資
機
材
を
持
ち
寄
り
、
ハ
ウ

ス
栽
培
の
ス
マ
ー
ト
化
に
向

け
た
実
証
実
験
を
７
月
か
ら

開
始
し
た
。

　
実
証
実
験
は
、
ク
ボ
タ
イ

〈栽植密度〉 牛乳びんなど（直まき）

３～４粒播種

畝間６０～７５㌢

株間４５～５０㌢株間４５～５０㌢

　
果
樹
の
カ
ラ
ス
対
策
技
術
「
く
ぐ

れ
ん
テ
グ
ス
ち
ゃ
ん
」
は
、
テ
グ
ス

を
侵
入
防
止
に
有
効
な
間
隔
で
張

る
。
脚
立
を
使
わ
ず
に
設
置
で
き
、

資
材
費
は
１０
㌃
当
た
り
約
５
万
１
千

円
と
、
常
設
型
の
防
鳥
網
に
比
べ
て

大
幅
に
安
い
。
同
機
構
畜
産
研
究
部

門
動
物
行
動
管
理
研
究
領
域
の
吉
田

保
志
子
上
級
研
究
員
は
「
カ
ラ
ス
の

警
戒
心
の
高
さ
を
利
用
し
て
い
る
。

果
樹
園
で
は
、
実
用
的
に
十
分
な
侵

入
防
止
効
果
が
得
ら
れ
る
」
と
説
明

す
る
。

　
全
体
の
設
置
作
業
は
、
２
～
３
人

の
労
力
で
園
地
3０
㌃
の
場
合
で
約
１９

・
５
時
間
。
今
年
６
月
に
、
設
置
手

順
な
ど
を
標
準
作
業
手
順
書
と
し
て

公
開
し
た
。

　
テ
グ
ス
は
、
園
地
上
面
に
短
辺
と

平
行
方
向
に
幅
１
㍍
間
隔
、
側
面
は

高
さ
５０
㌢
間
隔
の
４
段
、
外
周
柵
か

ら
高
さ
１５
㌢
の
１
段
を
張
る
の
が
基

本
構
成
だ
。
カ
ラ
ス
の
羽
を
広
げ
た

幅
は
約
１
㍍
。
飼
育
し
た
カ
ラ
ス
で

試
験
し
、
羽
が
当
た
っ
て
警
戒
す
る

間
隔
を
確
認
し
た
。
外
周
柵
上
の
１

段
は
、
外
周
柵
を
足
掛
か
り
に
し
た

侵
入
を
防
ぐ
。

　
上
面
の
設
置
は
、
外
周
柵
に
結
束

バ
ン
ド
で
固
定
し
た
弾
性
ポ
ー
ル
を

使
い
、
地
上
か
ら
先
端
に
テ
グ
ス
を

取
り
付
け
可
能
だ
。
ポ
ー
ル
へ
の
テ

グ
ス
固
定
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
ビ
ニ
ー

ル
押
さ
え
用
Ｓ
パ
ッ
カ
ー
１１
㍉
を
使

う
と
楽
に
で
き

る
。

　
側
面
の
設
置
で

は
、
受
け
具
を
取

り
付
け
た
か
ぶ
せ

支
柱
（
直
径
２２

㍉
）
を
、
打
ち
込

み
支
柱
（
直
径
１９

㍉
）
に
上
か
ら
か

ぶ
せ
て
差
し
込
ん

で
立
て
る
。
受
け

具
は
２２
㍉
パ
イ
プ

用
の
腕
付
き
パ
ッ

カ
ー
、
か
ぶ
せ
支

柱
と
打
ち
込
み
支

柱
は
農
業
ハ
ウ
ス

用
金
属
パ
イ
プ
を
利
用
す
る
。

　
棚
仕
立
て
の
果
樹
園
の
場
合
、
テ

グ
ス
が
垂
れ
下
が
ら
な
い
短
辺
3０

㍍
、
園
外
か
ら
張
れ
る
長
辺
１
２
０

㍍
ま
で
が
設
置
し
や
す
い
。
棚
が
な

い
園
地
は
、
園
内
を
歩
い
て
張
る
こ

と
が
で
き
、
展
張
距
離
が
3０
㍍
を
超

え
る
箇
所
に
中
支
え
の
追
加
な
ど
の

工
夫
で
、
よ
り
広
い
面
積
も
対
応
で

き
る
。

　
方
形
以
外
の
区
画
や
、
傾
斜
地
も

設
置
可
能
。
枝
が
伸
び
て
い
る
と
作

業
し
に
く
い
の
で
、
設
置
は
冬
期

（
整
枝
・
剪せ

ん

定て
い

後
）
が
適
す
る
。

　
同
機
構
で
は
、
畑
作
物
の
カ
ラ
ス

対
策
「
畑
作
テ
グ
ス
君
」
も
開
発
。

支
柱
を
使
い
、
テ
グ
ス
を
圃
場
上
面

の
高
さ
１
㍍
に
１
㍍
間
隔
で
平
行
に

張
り
、
側
面
は
高
さ
２５
㌢
間
隔
の
４

段
で
囲
む
。
労
力
２
人
で
１０
㌃
当
た

り
作
業
時
間
は
、
設
置
が
１
時
間
半

～
２
時
間
、
撤
去
が
１
時
間
～
１
時

間
半
で
済
む
。

　
カ
ラ
ス
被
害
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
被
害

と
間
違
え
や
す
く
注
意
が
必
要
だ
。

小
動
物
の
加
害
は
防
げ
な
い
た
め
、

同
機
構
が
ウ
ェ
ブ
で
公
開
す
る
「
鳥

獣
害
痕
跡
図
鑑
」
も
参
照
し
、
加
害

鳥
獣
の
見
極
め
を
勧
め
て
い
る
。

設
置
に
脚
立
不
要
カ
ラ
ス
侵
入
防
ぐ

①くぐれんテグスちゃん

　

果
樹
や
果
菜
類
な
ど
の
収
穫

期
は
、
カ
ラ
ス
や
ヒ
ヨ
ド
リ
な

ど
鳥
害
が
発
生
し
や
す
い
。
確

実
な
被
害
対
策
と
な
る
防
鳥
網

は
資
材
費
、
設
置
労
力
、
維
持

管
理
な
ど
の
負
担
が
大
き
い
。

農
研
機
構
の
成
果
か
ら
、
簡
易

に
設
置
で
き
る
鳥
害
防
止
技
術

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

簡
易
で
確
実

　有機農業の普及と栽培技術の向上を
目的にした公開セミナー 「土づくりと
新規就農への道を考える 」（主催：
有機農業参入促進協議会 ）が５日、
オンライン形式で開かれた。事例発表
されたブロッコリーの長期どりと有畜
複合経営の概要を紹介する。

収量確保への一手
「有機農業公開セミナー」事例発表から

　
川
﨑
さ
ん
が
営
む
「
Ｈ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ａ
」
で
は
、
農
薬
や

化
学
肥
料
を
使
わ
ず
に
野
菜
を

１
・
８
㌶
で
栽
培
す
る
。
キ
ャ

ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
季

節
ご
と
に
主
力
３
品
目
程
度
と

サ
ブ
の
少
量
多
品
目
を
手
が
け

る
。

　
春
、
秋
、
冬
季
の
主
力
で
あ

る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
は
、
１１

月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の
長
期

ど
り
を
目
指
し
て
い
る
。
１０
㌃

当
た
り
４
５
０
０
株
を
植
え
付

け
、
条
間
１
２
５
㌢
の
２
条
植

え
で
、
株
間
は
3５
㌢
。
今
年

は
、
９
月
上
旬
か
ら
１０
月
下
旬

に
１
万
１
千
株
を
１０
回
に
分
け

て
定
植
す
る
予
定
だ
。

　
発
芽
適
温
が
２５
度
前
後
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
、
育
苗
の
際

は
、
ハ
ウ
ス
外
の
遮
光
シ
ー
ト

に
加
え
、
遮
光
ネ
ッ
ト
の
内
張

り
と
遮
光
ネ
ッ
ト
の
べ
た
が
け

で
温
度
上
昇
を
抑
え
、
発
芽
を

そ
ろ
え
る
。

　
出
荷
日
か
ら
逆
算
し
、
時
季

に
よ
っ
て
は
約
１
週
間
単
位
で

品
種
を
変
え
る
な
ど
、
１０
品
種

ほ
ど
を
採
用
す
る
。

　
「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
生
理
障

害
が
多
い
た
め
、
原
因
に
応
じ

た
対
策
を
と
る
こ
と
が
重
要
」

と
川
﨑
さ
ん
。
低
温
な
ど
に
よ

り
、
花か

蕾ら
い

表
面
が
紫
色
（
ア
ン

ト
シ
ア
ン
）
と
な
る
生
理
障
害

は
、
ア
ン
ト
シ
ア
ン
レ
ス
の
品

種
を
導
入
し
予
防
す
る
。

　
２
０
１
８
年
の
新
規
就
農
時

か
ら
農
薬
を
使
わ
ず
に
栽
培
す

る
が
、
「
年
に
よ
っ
て
収
量
に

ば
ら
つ
き
が
あ
っ
て
は
経
営
に

な
ら
な
い
。
吸
肥
の
仕
組
み
や

施
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
科

学
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
栽
培

技
術
の
確
立
が
何
よ
り
重
要
」

と
強
調
。
全
圃
場
で
１０
㌃
当
た

り
１
０
０
万
円
の
収
益
確
保
を

目
標
と
し
て
掲
げ
、
面
積
の
拡

大
は
せ
ず
に
、
技
術
の
向
上
で

秀
品
率
を
高
め
た
い
と
し
た
。

遮
光
資
材
で
発
芽
そ
ろ
え
る

収
量
の
確
保
へ
圃
場
に
透
水
管

品
種
と
定
植
工
夫
し
長
期
ど
り

土
づ
く
り
に
鶏
ふ
ん
ボ
カ
シ
肥

　
滝
の
里
農
場
を
営
む
大
塚
さ

ん
は
、
農
薬
を
使
わ
ず
に
水
稲

を
１
㌶
、
野
菜
多
品

目
を
１
㌶
栽
培
す
る

ほ
か
、
採
卵
鶏
１
５

０
羽
な
ど
を
飼
養
す

る
。
農
産
物
は
、
高

崎
市
内
を
中
心
に
約

６０
世
帯
に
直
接
配

達
。
時
季
ご
と
に
約

１０
品
目
を
１
セ
ッ
ト

と
し
、
週
３
回
届
け

て
い
る
。

　
土
づ
く
り
で
は
鶏
ふ
ん
に
燻く

ん

炭
、
米
ぬ
か
を
混
ぜ
て
作
る
ボ

カ
シ
肥
料
を
利
用
す
る
。
発
酵

後
、
水
田
１０
㌃
当
た
り
約
２
５

０
㌔
を
餌
の
混
合
に
使
う
ブ
レ

ン
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
で
投
入
す

る
。

　
堆
肥
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
の
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
発
生

す
る
米
や
麦
の
残
さ
を
使
う
ほ

か
、
近
隣
の
公
園
で
発
生
す
る

落
ち
葉
を
、
夏
場
の
野
菜
育
苗

用
の
踏
み
込
み
温
床
に
使
用
。

こ
れ
は
翌
年
、
腐
葉
土
と
し
て

育
苗
に
活
用
し
て
い
る
。

　
「
近
年
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
頻

発
し
、
畑
地
の
排
水
性
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
」
と
大
塚
さ

ん
。
一
部
圃
場
で
は
、
周
縁
部

の
深
さ
８０
㌢
に
透
水
管
を
設
置

後
、
も
み
殻
を
敷
い
て
暗あ

ん

渠き
ょ

を

通
す
。
「
自
前
の
暗
渠
に
よ

り
、
高
い
排
水
性
を
必
要
と
す

る
ニ
ン
ジ
ン
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

な
ど
も
収
量
を
確
保
で
き
て
い

る
」
と
話
す
。

　
温
暖
化
に
よ
り
、
雑
草
の
伸

び
も
早
い
と
い
う
。
秋
作
の
野

菜
圃
場
で
は
、
６
月
中
旬
、
１

㍍
ほ
ど
ま
で
伸
び
た
一
年
草
の

ア
カ
ザ
を
ハ
ン
マ
ー
モ
ア
で
粉

砕
し
て
放
置
し
、
土
の
乾
燥
を

防
い
で
い
る
。
団
粒
化
の
促
進

に
も
つ
な
が
る
と
実
感
し
て
い

る
と
い
う
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

水
稲
・
野
菜
、採
卵
鶏
な
ど

三
重
県
い
な
べ
市
・
川
﨑
亮
太
さ
ん（
３５
）

群
馬
県
高
崎
市
・
大
塚
一
吉
さ
ん（
６７
）

深さ８０㌢に設置した透水管

　
【
富
山
支
局
】
南
砺
市
の
小

坂
営
農
組
合
は
、
水
稲
育
苗
ハ

ウ
ス
の
温
度
管
理
や
水
田
の
水

管
理
に
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し
た
実
証
を
行

っ
て
い
る
。
「
若
い
世
代
が
農

業
を
す
る
際
の
負
担
が
減
る
よ

う
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
基
盤

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
」
と
同

組
合
の
常つ

ね

本も
と

孝こ
う

悦え
つ

さ
ん（
７０
）は

話
す
。

　
育
苗
ハ
ウ
ス
に
は
、
温
湿
度

や
地
中
温
度
を
測
定
で
き
る
セ

ン
サ
ー
を
設
置
し
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
で
ハ
ウ
ス
内
の
状
況
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
す
る
。

ま
た
、
水
管
理
で
は
水
田
に
水

位
セ
ン
サ
ー
と
水
門
の
役
割
と

な
る
給
水
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
、

現
地
に
行
か
ず
に
水
位
確
認
・

調
整
が
で
き
る
。
同
組
合
は
構

成
員
の
大
半
を
兼
業
農
家
が
占

め
、
こ
ま
め
な
管
理
が
負
担
と

な
っ
て
い
た
。

　
実
証
実
験
は
、
と
な
み
衛
星

通
信
テ
レ
ビ
株
式
会
社
（
Ｔ
Ｓ

Ｔ
）
、
株
式
会
社
ｆ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ

と
共
同
で
行
う
。
Ｔ
Ｓ
Ｔ
の
浅

谷
一
寛
さ
ん
は
「
い
ず
れ
も
省

電
力
で
広
域
の
無
線
通
信
が
可

能
な
『
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
』
で
通
信
を

し
、
安
価
で
見
や
す
い
ア
プ
リ

で
提
供
す
る
こ
と
で
実
現
で
き

た
」
と
説
明
す
る
。

　
今
後
は
、
水
位
セ
ン
サ
ー
と

給
水
ゲ
ー
ト
の
全
圃
場
設
置
や

実
用
化
を
目
指
す
。
常
本
さ
ん

は
「
将
来
、
ス
ー
ツ
で
農
業
が

で
き
る
姿
を
目
指
し
た
い
」
と

意
気
込
む
。

水
門
が
自
動
開
閉
す
る

給
水
ゲ
ー
ト

　
【
栃
木
支
局
】
水
稲
「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
「
あ
さ
ひ
の
夢
」
な

ど
１１
㌶
、
二
条
大
麦
６０
㌃
な
ど

を
栽
培
す
る
小
山
市
生
駒
の
毛

塚
博
行
さ
ん（
７１
）は
、
小
型
無

人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
で
の
除
草

剤
散
布
に
取
り
組
む
。

　
５
月
か
ら
実
施
。
除
草
剤

は
、
１
㌔
粒
剤
と
、
粒
剤
よ
り

も
一
回
り
大
き
く
散
布
後
に
均

一
に
拡
散
し
や
す
い
「
豆
つ
ぶ

剤
」
を
使
い
分
け
る
。
１０
㌃
当

た
り
２
５
０
㌘
を
ま
く
。
操
縦

で
は
半
自
動
と
全
自
動
を
組
み

合
わ
せ
、
効
率
よ
く
作
業
に
取

り
組
む
。

　
地
域
で
は
、
７
・
２
㌶
の
農

地
整
備
が
進
み
、
そ
の
う
ち
３

・
７
㌶
を
毛
塚
さ
ん
が
耕
作
す

る
。

　
２
０
２
０
年
１２
月
末
に
講
習

を
受
講
し
、
資
格
を
取
得
し

た
。
４
月
に
ド
ロ
ー
ン
講
習
を

受
講
し
た
息
子
と
と
も
に
防
除

を
行
う
。

　
地
域
か
ら
依
頼
を
受
け
、
今

後
は
追
肥
の
散
布
を
行
う
予
定

だ
。
「
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
を
模

索
し
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
意
気
込
む
。

「操縦を楽しみつつ技術の向上に努
めています」と毛塚さん

ドローン除草剤散布
豆つぶ剤利用や自動航行で省力化

小山市・毛塚 博行さん

育
苗
・
水
管
理

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
負
担
軽
減

南
砺
市
の
営
農
組
合

「くぐれんテグスちゃん」の概略図

（
農
研
機
構
「
果
樹
園
の
カ
ラ
ス
対
策　

簡
易
型
『
く
ぐ
れ
ん
テ
グ
ス
ち
ゃ
ん
』
標

準
作
業
手
順
書　

図
Ⅰ
─

３
」
を
改
変
）

果樹園外周囲い
高さ1.５～２㍍
程度

弾性ポール
長さ４㍍

上面のテグス
１㍍間隔５０㌢

５０㌢
５０㌢
５０㌢

1５㌢

１㍍

１㍍

上面テグスの展張
距離は約３０㍍まで


